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研究成果の概要（和文）：本研究では，OSS利用者向けマニュアルの未整備問題を解決するため

に，OSS利用マニュアル自動生成システムを開発した．開発システムは，OSS 利用熟練者の操作

ログから，自動で OSS利用マニュアルを生成することができる．提案システムの高専教育への

適用を行い，システムを評価した． 

 

研究成果の概要（英文）：In this study, we develops the automatic generator system of OSS 

usage manual. The system is saving the log at the time of installation or use of OSS(s) 

by an expert, and processing the data, and generates the manual of a Web base automatically. 

The system was applied in National College of Technology education, and it verifies about 

usefulness. 
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１．研究開始当初の背景 

オープンソースソフトウェア（以後，OSS）

では，そのソースコードをインターネットな

どを通じて無償で公開し，一定のルールの下

で，誰にでも，ソースコードの改良，再配布

を可能としている．OSSは，設計の公開性，

低い導入コスト，高いコード品質などの利点

から，現在，企業，官庁，大学を含む多くの

組織・機関において，システム開発，研究・

教育活動などを目的に，広く利用されつつあ

る． 

一方OSSでは，市販ソフトウェアと異なり，

一つのOSS全体を一つの企業などの組織が責

任を持って提供することがない．そのためド
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キュメント化やマニュアルなどの不備が問

題視されている．マニュアル作成は，本来重

要な業務であるが，OSSでは，開発者自身が

本来のOSSの開発業務に加えて，そのドキュ

メント化やマニュアル作成を行う必要があ

ることから，開発者の負担が大きく，それら

の整備が進み難い状況が存在する．また，20

07年に情報処理推進機構により報告されたO

SS技術教育の現状とギャップ分析において

指摘されているように，OSS教育上の問題点

として，「OSS製品間の組み合わせは相当数

に達し変化も早いため，全てを教えることは

困難」である．実際，OSSには類似機能を持

ちながら，実体としては異なるものも多く存

在する．そのため，連携の必要なOSS毎にそ

の類似製品も考慮する場合，マニュアルを整

備すべきOSSの組み合わせは非常に大きなも

のとなる．これら一連の問題が，OSS分野に

おけるコンピューター・リテラシー教育を妨

げる大きな要因となっている． 

 
２．研究の目的 

OSS分野におけるコンピューター・リテラシ

ー教育を妨げる要因一つに，利用マニュアル

の不備があげられる．本研究では，OSS利用マ

ニュアル作成の省力化を図るために，「OSS

利用マニュアルの自動生成システム」につい

て提案する．ここで利用マニュアルとは，OS

S利用時に必要な「OSSインストールマニュア

ル」，「OSS設定マニュアル」の２つを指す．

本提案システムは，それぞれのマニュアルを

自動生成するための，２つのサブシステムか

ら構成される．このうちOSSインストールマニ

ュアルの自動生成システムについては，2009

年度において，すでに実装が終了している．

本研究ではこれを拡張することにより，OSS

利用マニュアルの自動生成システムの開発・

実装を行う． 

 
３．研究の方法 

(1) システムの構成 

 システムの構成について図 1に示す．まず

初めに，OSS インストールマニュアル自動生

成システムならびに OSS設定マニュアル自動

生成システムにより，マニュアルを生成する． 

次に，生成マニュアルに対し，Webページレ

イアウト最適化法を適用する．Webページレ

イアウト最適化法では，マニュアル内のボッ

クスの優先順位に従い，レイアウトの最適化 

 

図 1 システムの構成 

処理を行う．また最後に Web サーバにより，

マニュアルを Webページとして配信する． 

 

(2) OSS 利用マニュアル 

図 2に，OSS 利用マニュアルの例を示す．

OSS利用マニュアルは， (1) 操作手順表示部，

(2) 入力コマンド表示部，(3) 操作内容表示

部， (4) 入出力結果表示部，(5) 設定マニ

ュアル表示部の 5つのブロックから構成され

る． 

 
図 2 OSS利用マニュアルの例 

 

(3) 高専教育への適用 

① 工学実験・実習 I の概要 

今回，開発システムを「工学実験・実習 I 」

内の実験テーマの一つである“ネットワー

クの設計と構築”へ適用した．「工学実験・

実習 I 」は，香川高等専門学校 専攻科１

年次の科目である．学生は電気電子・情報工

学に関する 4テーマを，指導書に従い主体的

に実験する．実験テーマの一つである“ネッ

トワークの設計と構築”では，Linux PC 上に

Web サーバ，FTP サーバといったネットワー

クサービスを実現するための OSSのインスト 

 



 
ール及び，インストール後の設定に関する演

習を行う． 

 開発システムを用い従来の授業方法にお

ける演習からレポート提出までの流れを図

３に示す．従来の授業方法では，演習を終え

てレポートを作成する際に，学生は自らの記

憶を頼りに演習時の操作内容や結果を記述

する．その上で各操作の説明や考察などを加

筆していた． 

② 開発システムを用いた授業方法の概要

開発システムを用いた場合の，演習からレポ

ート提出までの流れを図 4に示す．この場合，

演習時にインストール作業と並行して開発

システムが OSS利用マニュアルを自動生成す

る．生成されたマニュアルには演習時の操作

内容や結果などが全て記載されているため，

学生はレポート記述の際にそれらを思い出

して改めて記述する必要はない．以下に開発

システムを用いて高専演習を行う場合の手

順について述べる． 

 

 

○1 授業を受講する学生は，演習内容に則り

OSSのインストール作業を行う．この際に使

用するコンピュータには，予めOSS利用マニ

ュアル自動生成システムをインストールし

ておく． 

○2 演習が終了すると，OSS利用マニュアル自

動生成システムによって演習時の操作内容

や結果，設定ファイルの変更箇所，作業時の

画面キャプチャを含むOSS利用マニュアルが

自動生成され，演習を行った学生に提供され

る． 

○3 受講学生は生成されたマニュアルをベー

スに各操作の説明や設定ファイル変更箇所

の説明，考察などを加筆してレポートを作成

する． 

○4 完成したレポートを教員に提出する． 

 
 
４．研究成果 

(1) 実験条件 

 開発したシステムのユーザビリティ及び

高専教育における有用性について調査する

ため，後述する評価実験を行った． 

 実験は，Linux の操作に習熟した，香川高

等専門学校 創造工学専攻 1 年生 5 名を被験

者とした．被験者は，「工学実験・実習 I 」

内の実験テーマの一つである“ネットワー

クの設計と構築”の演習において後述する

実験課題を本システムを用いて行った． 

 実験用 PC として，Lenovo ThinkPad T61 

(CPU: Core2Duo T7500，メモリ 2GB，モニタ

解像度 1440× 900px)を用いた．また OS 環

境として，Windows 7 Enterprise 上に，仮想

OS エミュレータである VMware Workstation

をインストールし，VMware Workstation 上の

CentOS 5.5上において後述する課題を行なう

ものとした． 

実験課題は，オープンソースで HTTP に準

拠した Web サーバである Apache3)のインスト

ールを行い，Apache の初期設定を行うものと

した． 

 

(2) アンケート結果 

 被験者にはインストール作業を行った後，

5 つの項目についてアンケート調査を行った．

以下にその結果を示す． 

 まず，"本システムを利用することにより，

演習時の操作の振り返りや復習が容易にな

ると思うか"という設問について，4段階（4:

図３ 従来の授業方法 

図４ 開発システムを用いた授業方法 



非常に思う，3:思う，2:思わない，1:全く思

わない）で評価を行った．結果を表 1に示す． 

 

表 1 操作の振り返りが容易になるか 

 1 2 3 4 平均 

回答人数 0 1 2 2 3.2 

 

 操作の振り返りについて，平均 3.2という

高い評価を得る事ができた．生成されたマニ

ュアルは，入力したコマンドが一覧で表示さ

れるだけでなく，各ステップのページには実

際にターミナル画面に出力される内容や，作

業中の画面キャプチャ映像が表示されると

いうことが，操作の振り返りや復習を容易に

する主な要因になったものと思われる． 

 次に，"本システムは，レポートを作成す

る際に役に立つと思うか"という設問につい

て，4 段階（4:非常に思う，3:思う，2:思わ

ない，1:全く思わない）で評価を行った．結

果を表 2 に示す． 

 

表 2 レポートの作成に役に立つか 

 1 2 3 4 平均 

回答人数 0 1 3 1 3.0 

 

 レポート作成について，平均 3.0 という比

較的高い評価が得られた．このことから本シ

ステムがドキュメント作成の効率化に繋が

ることが確認できる． 

 次に，"本システムを用いたマニュアル作

成を負担に感じたか"という設問について，4

段階（4:非常に楽，3:楽，2:負担，1:非常に

負担）で評価を行った．結果を表 3 に示す． 

 

表 3 マニュアル作成は負担か 

 1 2 3 4 平均 

回答人数 0 2 3 0 2.6 

 

 マニュアル作成の負担については，平均

2.6という比較的低い評価となった．これは，

本システムを用いる事によって本来のイン

ストール作業に必要なコマンドに加えて，さ

らにマニュアル生成のためのいくつかのコ

マンド操作や処理時間を必要とする事が原

因であると思われる． 

 次に，"同じマニュアルを手作業で作成す

る場合と，本システムを用いる場合とではど

ちらが楽だと思うか"という設問について，4

段階（4:自動が非常に楽，3:自動が楽，2:手

動が楽，1:手動が非常に楽）で評価を行った．

結果を表 4に示す． 

 

表 4 手作業と本システム利用ではどちらが

楽か 

 1 2 3 4 平均 

回答人数 0 0 2 3 3.6 

 

 手作業でマニュアルを作成する場合と，本

システムを用いる場合を比較すると，全員が

本システムを用いる場合の方が良いという

結果が得られた．平均も 3.6 という高い数字

が得られ，本システムの有用性が確認できる． 

 最後に，"本システムは，演習時の操作の

妨げになったか"という設問について，4段階

（4:全く妨げにならない，3:妨げにならない，

2:妨げになる，1:非常に妨げになる）で評価

を行った．結果を表 5 に示す． 

 

表 5 操作の妨げになるか 

 1 2 3 4 平均 

回答人数 0 0 5 0 3.0 

 
 操作の妨げについて，被験者全員が評価を
3 とし，妨げにならないと回答した．マニュ
アル生成に必要なコマンドは，インストール
作業の前と後にしか行わず，インストール作
業の操作自体は通常行う際と差異がないの
でこのような評価が得られたものと思われ
る． 
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